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■１２月９日(水)          

１番目 戎脇 浩（志誠会） ❶水道事故から何を学ぶか ❷ 随意契約に工夫がなされ

ているか 

２番目 田中喜克（凛風会） ❶貴生川小学校児童の安全通学路確保に必死の声。杣川

に歩行者専用橋の至急整備を ❷甲賀市の魅力「水・緑多き自然」を守るため 先

駆けて取り組むは「市の環境施策」では ❸独立行政法人・公立甲賀病院の今後と

市内公立医療機関の統合経営について ❹公共施設の再編・活用の現状及び、既存

施設の管理、再整備について「当市の再犯防止に向けた取組み」 

３番目 森田久生（志誠会） ❶未来を担う子や孫たちに過度な負担を残さないために 

４番目 鵜飼 勲（無会派） ❶行政における説明責任の確保及び透明性について 

５番目 糸目仁樹（無会派） ❶稲作農家所得向上にもみ殻ビジネスを ❷リアル忍 

者館を時代劇撮影の聖地に 

■１２月１０日(木)          

６番目 谷永兼二（凛風会） ❶コロナ禍の児童虐待発生予防・早期発見について  

❷温室効果ガスの排出を２０５０年までに実質ゼロにする取り組みについて  

❸スケートボードパークの設置を 

７番目 田中新人（凛風会） ❶北泉地域の街路灯と防犯対策について ❷甲賀市農業

問題について ❸行政手続きにおける押印の廃止について 

８番目 堀 郁子（公明党）  ❶介護サービスについて ❷道路異常通報システム ❸

防災・減災について ❹子育てアプリを使っての支援 

９番目  西村 慧（凛風会） ❶本市の人口流出防止、ＵＩＪターンの促進について ❷

市内通学路及び生活道路の安全確保徹底について ❸「甲賀で食べる」と「甲賀流

忍者」の観光振興について ❹日本の物流拠点｢甲賀｣としての展望について 

１０番目 田中將之（公明党） ❶アフターコロナを見据えた観光施策について  

❷行政手続きのデジタル化を ❸住まいと暮らしの安心を確保する居住支援の強化

について 

■１２月１１日(金)          

１１番目 岡田重美（日本共産党） ❶認知症の人も家族も安心して暮らしていくため

に ❷コロナ禍により浮き彫りになったジェンダー平等について ❸土山公民館の

洋式トイレ化の実現を ❹｢結婚新生活支援事業｣を導入し新婚世帯の支援を 

１２番目 橋本律子（凛風会） ❶コロナ禍から見えた地域共生社会のありかたについ

て ❷ＩＣＴ・オンラインの活用推進についていて 

１３番目 土山定信（凛風会） ❶甲賀市の幼保・小中再編計画について ❷甲賀市の

医療関係の新型コロナ対策の備品等の整備状況について ❸滋賀県の東の玄関であ

る土山町について 

１４番目  山中修平（志誠会） ❶「道の駅あいの土山」の営業力強化について 

１５番目 林田久充（凛風会） ❶甲賀市まちづくり基本条例と区、自治会および自治振

興会の位置づけについて ❷貴生川駅周辺特区構想の考え方について 

一般質問 １２月９日～１４日 

■１２月１４日(月)          

１６番目 山中善治（凛風会） ❶「便利な田舎暮らしについて」 ❷甲賀市薬用作物

産地化推進事業について 

１７番目 里見 淳（志誠会） ❶関係人口を増やすには 

１８番目 小西喜代次（日本共産党） ❶新型コロナウイルス感染拡大防止の抜本的対

応を ❷コロナ禍のもとで事業の維持、地域経済を持続可能にする支援策を ❸第

二期滋賀県国民健康保険運営方針への対応について ❹より便利な公共交通への改

善について 

１９番目 竹若茂國（無会派） ❶外国にルーツを持つ子どもの支援について ❷甲賀

市社会教育における現状について 

 

日本共産党甲賀市議員団は３

０日、新年度予算に市民の切実

な要望・願いを盛り込むよう、
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開会中の１２月議会は、８日の議案質疑

に続いて、９日から一般質問が行われます。 

 


